
 入　籍　届
 入籍とは、ある戸籍から別の戸籍に入ることを言いますが、「入籍届」とは子どもの氏

（姓）が父または母（若しくは父母双方）の氏と異なる場合に、父または母の氏を称して

その戸籍に入るための届出となります。

 根 拠 法 令 戸籍法第９８条、民法第７９１条

 届 出 期 間 届出をした日から法律上の効力が発生

 届　出　地 入籍する人の本籍地・届出人の住所地または所在地(居所や一時滞在地)
 

届　出　人

入籍する人（※１５歳未満の場合は法定代理人）及びその配偶者 

※１５歳未満で父母が婚姻中の場合は親権者父及び親権者母（２名ともです）、

親権を行うのが父となっている場合は親権者父、親権を行うのが母となって

いる場合は親権者母が届出人

 

必 要 書 類

・届　書：入籍届記入例は下記をご覧ください 

　※戸籍全部事項証明書の添付は不要となりました。 

・父または母の氏を称することについての子の氏の変更許可の審判書の謄本 

・印　鑑：届出人のそれぞれのもの（入籍する者が１５歳未満の場合は法定 

代理人の印鑑）※押印は任意です。押印する場合はお持ちください。

 

そ　の　他

「届書に共通する主な留意事項」は必ず確認してください 

父母が離婚し、母が別の戸籍になった後、子が母と同じ氏（戸籍）にする場

合は、下記の場合を除き、家庭裁判所の許可が必要です。 

・父母が氏を変更し、父母が婚姻中であるとき、父母の氏を子が称する場合 

・父の氏、あるいは母の氏を称する届出を行った子が、成人に達してから１年 

以内に従前の氏に復しようとする場合 

・父又は母が婚姻、縁組を行い、その後離婚、離縁をして当該父又は母が新戸 

籍を編製し、その新戸籍に子が入籍することを希望した場合 

・父又は母が外国人配偶者の氏を称する届出に伴い、当該父又は母が新戸籍を 

編製しその新戸籍に子が入籍することを希望した場合 

・父又は母が外国人配偶者の氏を称する届出を行い、その後離婚、婚姻取消、 

配偶者の死亡に伴い、変更前の氏に変更するにあたり、新戸籍を編製し、そ 

の新戸籍に子が入籍することを希望した場合

 関連の届出

 
教　　　示

入籍届の不受理処分がされたとき、戸籍法第１２２条により家庭裁判所に不服

申立てができます。



（方書・マンション名）

いるところ

（方書・マンション名） （方書・マンション名）

※届出日を記入してください

（　よ　み　か　た　） かすかべ たけこ
氏 名

丁目
スカイハイツ１０２

しょうわ　はなこ

丁目

（　よ　み　か　た　） しょうわ　はなこ
丁目

（入籍する人が１５歳未満のときの届出人または配偶者とともに届け出るときの配偶者が書いてください。届出人となる未成年後見人が３人以上
のときはここに書くことができない未成年後見人について、その他欄又は別紙（様式任意。届出人全員の契印が必要）に書いてください。）

スカイハイツ１０２

受 理 令 和 年 月 日 発 送 令 和 年 月 日

入　　　籍　　　届 第 号

送 付 令 和 年 月 日 埼玉県春日部市長　印
令和７年２月１４日届出

第 号

書類調査 戸籍記載 記載調査 附　　　票 住 民 票 通　　　知
埼玉県春日部市長　殿

入籍 する 人 の
粕　壁 竹　子 昭和・平成・令和２０年　　５月　　５日生

氏 名

住 所 埼玉県春日部市中央　７ 2
番地
番　　　号

住民登録をして
よ み か た

世帯主の氏名 庄和　花子

埼玉県春日部市金崎　８３９ 番地　１
番

本 籍
筆頭者の氏名 粕壁　太郎

□ 父 □ 養父 □ 父 □ 養父

☑ 母 □ 養母 の氏を称する入籍 □ 母 □ 養母 と同籍する入籍
入 籍 の 事 由

□ 父母 □ 養父母 □ 父母 □ 養父母

□ 従前の氏を称する入籍 （従前の氏を改めた年月日 年　　　月　　　日）

入籍する戸籍 ☑ すでにある戸籍に入る □ 父または母の新戸籍に入る □ 新しい戸籍をつくる

または 2 番地
番埼玉県春日部市中央　７ 筆頭者の氏名 庄和　花子

新 し い 本 籍

父 母 の 氏 名 父 続 き 柄
粕壁　太郎

□ 男

父母との続き柄 母 長
庄和　花子 ☑ 女

そ
の
他

届 出 人
印

署 名 押 印

届　　　　出　　　　人

資 格 親権者（□ 父　□ 養父）　□ 未成年後見人　□ 配偶者 親権者（☑ 母　□ 養母）　□未成年後見人　

住 所
丁目

番地
番　　　号

埼玉県春日部市中央７ 丁目 2
番地
番　　号

本 籍
丁目

番地
番

埼玉県春日部市中央７ 丁目 2
番地
番

筆頭者の氏名 筆頭者の氏名 庄和　花子

署 名 押 印 印 庄和　花子 印

生 年 月 日 年　　　　月　　　　日 昭和 ６０年　５月　６日

住所を定めた年月日 連
絡
先

電　話 O48 (736) 1111
   年　　月　　日

自宅・携帯・勤務先・呼出 方

※持参するもの　・印鑑（任意）
※裁判所で許可を受けた場合は、審判書謄本を
添付してください。


